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▲

第20回つくば
ね祭で開催され
た早食い競 争。
角刈り率高め

写真でひも解く“流経大”
1965年に龍ケ崎の地で開学し、2004年には新松戸キャンパスも開校した流通経済大学。
キャンパスの姿は変われど、古いアルバムの中には、今に通底する自由闊達な空気がありました。

▲

お
よ
そ
55
年
前
の
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
。正
面
が
A
館
、

向
か
っ
て
左
が
B
館
だ
っ
た
。手
前
に
写
る
の
は
屋
外
プ
ー
ル

▲1969年卒業アル
バムに写る｢図書館｣

▼当初は体育祭も開
催されていた。｢昼飯
代節約競走｣の一幕

▼1977年頃の龍ケ崎キャンパス空撮。サッカーグラウンドやスポーツ健康センターが整備される前

龍
ケ
崎

キ
ャ
ンパ
ス

since1965

◀
6
月
に
は「
新
松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
記
念

祭
」が
行
わ
れ
た

▲工事中の新松戸キャンパス。13階建ての高層棟は松戸市のランドマークになった

▲開校記念祭では、
講堂で｢出張！なんで
も鑑定団｣の公開収
録も

◀︎新松戸の学園祭
｢青春祭｣がスター
ト。価格設定に時
代を感じる

新松戸キャンパス
since2004

▲第13回つくばね祭の様子。いまは無いB館前に出店がひしめく

▲1979年卒業アルバムより、仮装行列で月光仮面やスーパーマンに扮した学生たち。
かつては街に繰り出していた

▲かつて正門の隣は民家だった

1971年頃

1978年

1985年

2004年

1968年頃

1969年頃

1975年

2003年

1970年頃

創立60周年特別グラビア

2006年

つくばね祭
龍ケ崎学園祭

▲第10回つくばね
祭の正門。毎年、
意匠を凝らした門
がつくられていた
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流通経済大学 60周年に寄せて 本学の60周年を記念し、縁の深い方々から
寄せられたメッセージを紹介します。

　私は開校5年目の1969年4月に入学、爾来今日ま
で学生、教員、学長、理事長と立場は違っても、
いつも周囲のみなさんからご支援をいただいてきまし
た。感謝に堪えません。
　入学以来の半世紀、最も印象に残っているのは
学生時代です。生涯の恩師との出会い、苦楽を共
にした友人たち、お世話になった龍ケ崎の人 と々の
交流は、今でも忘れられません。私にとっては、人
生を決定づける４年間でした。新設の弱小大学が
立派に成長して60周年、その歴史の一端を知る者と
して感慨無量というしかありません。
　わが母校の『つづくやかぎりなく』を祈っております。

1 1997年頃撮影、講義中のショット
2 1973年卒業アルバムより
3 1991年撮影、教員時代。野尻ゼミの集合写真
4 1972年撮影、経済学部 佐伯ゼミ所属の学生時
代。一番左

1 1997年撮影、写真中央。所属は玉野ゼミ
2 3 2024年7月に新松戸キャンパスで開催
したシンポジウム
4 1998年卒業アルバムより

流通経済大学校歌より

1 ゼミの仲間と海へ
2 青春祭での一コマ
3 2019年3月の卒業式

1 1991年撮影、教職員テニス
合宿にて
2 3 1995年、1998年卒業ア
ルバムより、中村ゼミ集合写真
4 1990年代初頭、着任数年
目のころ

　大学生活といえば、“長い夏休み”。それが入学前のイメー
ジでしたが、流経大では、考え、経験する機会をたくさん
得ることができました。
　経営学科のゼミで、先生からの5万円の出資を元に利益
を出す企画を考えることになり、学園祭でかき氷に練乳をトッ
ピングするマーケティングにトライすると、来場者に好評で、
10万円ほどを売り上げました。
　いまはドコモショップの店長をしていますが、「選ばれる店
づくり」のために、お客様が何を求め必要としているのかを
考える、その根底には、大学での学びがあると感じています。
　様々なチャレンジができる流経大。入学予定の方も在学中
の方も、一つひとつの機会を大事に、悔いのな
い学生生活を送ってほしいと思います。

吉岡翔太郎
ドコモショップアリオ西新井店長

1996年生まれ・2019年経済学部
経営学科卒業。ノジマグループ・ア
イティーエックス株式会社勤務

　流通経済大学で得た学びは、私の原点です。
　卒業論文ではジェンダーを主題に選び、自由な発想
を尊重する学風の中で、かねてより感じていた問題意
識を存分に掘り下げることができました。この経験は私
を支える確かな土台となり、参議院議員として男女共
同参画の課題解決に取り組む現在の活動につながっ
ています。
　昨年、大学主催のジェンダーに関するシンポジウム
に参加し、様々な立場の方と対話を重ねる中で、自身
の考えがより明確となりました。卒業後も折に触れて教
えを与えてくださる学び舎に感謝しております。
創立60周年、心よりお祝い申し上げます。

堂込麻紀子
参議院議員

1975年生まれ・1998年
社会学部社会学科卒業。
2022年第26回参議院議
員通常選挙茨城県選挙区
で初当選

　着任して38年目になります。なぜこんなに長く続
けてこられたのかを考えてみました。
　一番は学生たちの人柄の良さにあると思います。
自分を後回しにして友人や他人のために動ける人
が多いのです。疲れているときは、大丈夫ですか
と声をかけてくれたり、何かと手伝ってくれたりしま
す。ノリのよい盛り上げ役の人も、本当はシャイで
人見知りだったりします。傷つきやすいのに懸命に
自分を鼓舞して頑張っている姿に励まされます。そ
して、とても謙虚です。
　人として大切なことを、日々流経大生から学んで
います。流経大は学び合える場なのです。

中村美枝子
流通経済大学 大学院 社会学研究科長

1988年より流通経済大学社会学部
（現・共創社会学部）にて教員を務
める

1

3

4

2

4

最良の思い出･･････ 流経大在学中の4年間

チャレンジを楽しもう！ 学生から学ぶ日々

学びを礎に、今を歩む

3

2

1

1

3

2

4

1

3
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野尻俊明
学校法人流通経済大学 前理事長

1950年生まれ・1973年経済学部
経済学科卒業。本学学長を務めたの
ち、2021年に理事長就任、2025
年退任。2017年には、国土交通省
より「第61回 交通文化賞」を受賞
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  2005
大学院 法学研究科 修士課程 開設

  2006
スポーツ健康科学部 
スポーツ健康科学科 開設

  2009
スポーツ健康センター竣工

  2010
大学院 スポーツ健康科学研究科 
修士課程 開設

  2017
スポーツ健康科学部 スポーツ
コミュニケーション学科 開設

  2023
流通経済大学付属柏中学校 開校

　今年度、付属高校では10月に「創立40周年記念式典」を予定して
います。1985年に男女共学の普通科高校として開校し、今では総合進
学コースと特別進学コース、そしてスポーツ進学コースの3コースから成
り立っています。この4月には新入生386名を迎え、総勢1,135名の生
徒が勉強や部活動に励んでいます。
　一方、付属中学校は完成年度を迎え、中3生157名と中2生149名に、
新入生158名が加わり、総勢464名で毎日賑やかに学校生活を送って
います。
　新学習指導要領にある目標の一つ「主体的・対話的で深い学び」を、
本校では探究活動を通して体現しています。生徒は自らテーマを決め、
それを様々な角度から実験・観察・調査し、他者の意見・助言にも耳
を傾け、最終的に自分なりの解釈をまとめ、発表します。その発表は、
スライド投影する者もいれば、手書きのポスターにまとめる者、途中から
研究テーマから逸れたエピソードを話す者、苦労話を披露する者など
個性的で、私たち教師も感心させられる発見が多々あり、教員の資質
向上にも一役買っています。
　本校では、2026年度、中高一貫生が高校に進学してくるタイミングに合
わせ、これまで1時限「50分」で行っていた授業を「45分」へ変更します。
このことで、すべての必修授業を平日に収め、土曜日は生徒の希望に合
わせた選択講座を数多く提供する計画です。

カイコガの観察実験（付属中1年）

電子黒板を利用した国語授業（付属中2年）

RKU KASHIWA NEWSRKU KASHIWA NEWS RKU TODAY

多様化する教育と新たな試み 

★ 流経大付属柏中学校・高校ニュース★

詳
し
く
は
、
付
属
柏
中
学
校
・
高
校
の

公
式
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文：堀江健二 校長

高校男子ラグビー部

　長野県上田市で7月に
開催された「第12回全国
高校7人制ラグビーフット
ボール大会」に千葉県代
表として連続11回目の出
場を果たしました。

放送部

　第72回ＮＨＫ杯全国高
校放送コンテスト千葉県
大会本選の朗読部門に
て、高校3年生の東田さ
んが見事県代表に選ば
れ、全国大会に出場しま
した。

高校男子サッカー部

　千葉県インハイ予選決
勝において、日体柏に3対
1で勝利し、福島県で開
催された「令和7年度全国
高等学校総合体育大会
サッカー競技大会」に出場
しました。

吹奏楽部

　 6月、柏市民文化会館
にて、吹奏楽部の第25回
定期演奏会が行われまし
た。

1965年4月、日本通運株式会社の出捐に
より、龍ケ崎の地で開学。流通問題の経
済学的な研究と教育を目的とする単科大学
として始まった。

流通経済大学開学
経済学部 経済学科 開設

1965

  1970
経済学部 経営学科 開設

  1973
産業経済研究所

（現 物流科学研究所）設立
  1985

流通経済大学付属柏高等学校 開校
  1988

社会学部 社会学科
（現 共創社会学部 地域人間科学科）
開設

  1989
大学院 経済学研究科 
修士課程 開設

  1991
大学院 経済学研究科 
博士後期課程 開設

  1992
大学院 社会学研究科 
修士課程 開設

  1993
社会学部 国際観光学科

（現 共創社会学部 国際文化ツーリズム
学科）開設

  1994
大学院 社会学研究科 
博士後期課程 開設

  1996
流通情報学部 流通情報学科 開設

  2000
大学院 物流情報学研究科 
修士課程 開設

  2001
法学部 企業法学科（現 法律学科）・
自治行政学科 開設

  2002
大学院 物流情報学研究科 
博士後期課程 開設

本学60年の歩み
RKU History

学校法人流通経済大学に改称

文部科学省「リカレント教育エコシス
テム構築支援事業」に採択

2025

11月、創立60周年を迎える

ご寄付について
2028年9月30日まで、｢流通経済大
学創立60周年記念事業寄付金｣の募
集を行っています。流通経済大学の
今後に向けての決意と意欲にご理解
を賜り、ぜひともご協力をいただきま
すよう心からお願い申し上げます。

ホームカミングデー開催！

卒業生を迎え、教職員等との交流を図る｢ホーム
カミングデー｣を開催します。つくばね祭（龍ケ崎
キャンパス学園祭）と同日開催。多くの卒業生の
方のご来場をお待ちしています。

11月2日（日）＠龍ケ崎キャンパス 詳しくはこちら 詳しくはこちら

1965年の航空写真

1993年のPCルーム

1990年頃の講義棟

キャンパス開校に伴い、「キャンパス選択制」
を導入。学生自らが、学ぶキャンパスを主体
的に選べる、日本初の画期的制度となった。

新松戸キャンパス開校

2004
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ジ
ャ
ー
ジ
を
身
に
ま
と
っ
た
30
人
の
学

生
た
ち
が
、
キ
ッ
ク
オ
フ
の
笛
を
待
っ

て
い
る
光
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
「
ゲ

ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
」
が
宿
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
5
月
の
日
曜
日
、
創
部
60
年

の
流
経
大
が
、
日
本
最
古
の
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
、
1
8
9
9
年
創
部
の
慶
應
義

塾
體た

い
い
く
か
い

育
會
蹴
球
部
を
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ラ
グ
ビ
ー
場
に
迎
え
て
い
る
。
こ

の
地
で
無
か
ら
生
ま
れ
た
流
経
大
60
年

の
積
み
重
ね
が
、
日
本
最
古
の
強
豪
校

を
迎
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
龍
ケ
崎
の

「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
」
と
は
一
体
何
か
。

60
年
の
積
み
重
ね
が

織
り
な
す
も
の

「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
」、
そ
の
土
地
が

も
つ
、
固
有
の
チ
カ
ラ
、
醸
成
す
る
空

気
と
言
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
都
市

部
の
新
松
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
と
異
な
り
、
龍
ケ
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
60
年

の
歴
史
が
育
ん
だ
桜
の

大
木
が
そ
び
え
、
露
月

池
を
取
り
囲
む
小
さ
な

森
も
あ
る
。
2
0
1
6

年
に
赴
任
し
て
き
た
際

に
、
職
員
の
方
に
「
雉き

じ

を
見
か
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ
」
と
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
妙
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
地
霊
」
が

宿
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
佇
ま
い
で
は
な

い
か
。

龍
ケ
崎
は
江
戸
時
代
、
伊
達
藩
が

一
万
石
を
も
っ
て
治
め
て
い
た
。
当

時
、
伊
達
藩
は
大
都
市
・
江
戸
の
米
を

供
給
す
る
と
い
う
一
大
責
務
を
負
っ
て

い
た
。
石
巻
か
ら
船
に
乗
せ
、
房
総
半

島
の
勝
浦
周
辺
で
「
日
和
」
を
行
い
、

江
戸
湾
に
運
び
入
れ
る
、
と
い
う
「
廻

米
」
事
業
が
藩
を
潤
わ
せ
た
。
ゆ
え

に
、
江
戸
の
食
を
満
た
す
た
め
、
不
作

の
年
は
農
民
か
ら
「
種
米
」
ま
で
供
出

さ
せ
た
と
い
う
過
酷
な
制
度
で
も
あ
っ

た
。「
流
通
経
済
」
を
冠
す
る
大
学
を

開
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
人
の
胸
中

に
、「
廻
米
」
と
い
う
一
大
流
通
事
業

の
史
実
が
潜
ん
で
い
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
「
龍
ケ
崎
」
と
い
う
地
名

は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。
龍
ケ
崎

市
の
H
P
を
探
る
と
、
地
名
の
由
来

は
４
つ
あ
り
、
そ
の
中
に
現
在
の
竜
ヶ

崎
一
高
か
ら
流
経
大
な
ど
に
続
く
台
地

が
、
龍
が
起
き
上
が
る
様
に
似
て
い
る

か
ら
、と
い
う
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

H
P
に
は
「
龍
崎
氏
が
治
め
て
い
た
か

ら
」
と
い
う
一
項
も
あ
る
。
要
は
、
確

と
し
た
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
た
だ
、
龍
崎
氏
の
居
館
は
竜
ヶ

崎
一
高
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
い
う
か

ら
、
私
に
と
っ
て
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は

父
祖
の
地
だ
っ
た
、
と
思
え
ば
、
い
ま

籍
を
置
く
の
も
ま
た
「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ

キ
」
の
導
き
か
も
し
れ
な
い
。

創
設
当
時
の
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
は

ど
の
よ
う
な
姿
だ
っ
た
の
か
、
野

尻
俊
明
さ
ん
（
流
通
経
済
大
学
名

誉
教
授
、1
9
7
3
年
卒
）に
伺
っ

た
。「
頭
の
中
に
は
浮
か
ぶ
の
で

す
が
、
う
ま
く
表
現
で
き
ま
せ

ん
」
と
い
う
言
葉
の
後
に
、「
1

～
20
期
の
卒
業
生
に
聞
く
と
、
在

学
当
時
と
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
印
象
で
す
」
と
返
事

を
い
た
だ
い
た
。
ま
さ
に
、
言
い

表
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
60
年

の
重
み
で
あ
る
。
当
時
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
捉
え
た
写
真
の
中
に
、
未
来
を

想
起
さ
せ
る
よ
う
な
モ
ダ
ン
な
建
物
群

が
あ
る
。
開
学
の
前
年
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起

こ
せ
ば
、
敗
戦
国
か
ら
国
際
社
会
に
復

帰
し
た
躍
動
感
が
、
建
物
に
も
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
も
み
な
ぎ
っ
て
い
た
に
違
い

な
い
。

思
い
が
結
果
を
導
く

流
経
大
は
慶
應
大
学
に
敗
れ
た
。
終

了
間
際
に
3
点
差
ま
で
詰
め
寄
り
な
が

ら
、突
き
放
さ
れ
た
。
選
手
の
一
人
が
、

私
の
授
業
に
出
席
し
て
い
る
。「
慶
應

の
ラ
グ
ビ
ー
は
流
経
と
ど
う
違
っ
た
の

か
」
と
尋
ね
た
。
彼
は
「
早

か
っ
た
で
す
」
と
つ
ぶ
や
い

た
。
運
動
能
力
の
差
で
は
な

い
。
1
2
6
年
ラ
グ
ビ
ー
を

守
り
続
け
た
チ
ー
ム
と
、
ま

だ
60
年
の
チ
ー
ム
の
、
ラ
グ

ビ
ー
に
向
き
合
う
意
識
の
差

で
あ
る
、と
私
は
思
う
。「
ゲ

ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
」
は
「
ま
だ

ま
だ
」と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

伝
統
と
は
、
積
み
上
げ
て
き

た
思
い
の
重
さ
、
と
い
う
こ

と
か
。

「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
」（Genius loci

）、

「
地
霊
」
と
言
い
換
え
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
有
史
以
来
、
幾
た
び
も
大
津

波
に
遭
い
な
が
ら
、
人
が
三
陸
に
住
み

続
け
る
の
は
な
ぜ
か
―
東
日
本
大
震
災

の
折
、歩
き
回
っ
た
数
々
の
「
浜
」
で
、

こ
の
言
葉
を
思
っ
た
。
歴
史
を
紡
い
で

き
た
地
に
は
そ
の
土
地
特
有
の
連
想
性

や
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
な
ら
ば
、

い
ま
私
の
目
の
前
で
、
赤
と
黒
黄
の

龍
ケ
崎
の
地
に

宿
る「
地
霊
」

Ex
pl

or
ing around Ryutsu Keizai University

流経大を歩く
今年、創立 6 0 周年を迎える流通経済大学。

始まりの地である「龍ケ崎キャンパス」に
宿る“チカラ”「ゲニウス・ロキ」を探ります。

文：龍崎 孝　流通経済大学共創社会学部教授
元毎日新聞社記者、元TBSテレビ政治部長／第30
回日本ジャーナリスト会議JCJ奨励賞「財界と政界～
再編の胎動」（1990年度）／第30回放送文化基金賞

「JNN三陸臨時支局の活動に対して」（2012年度）

Takash i           Ryuzak i

龍ケ崎
キャンパス

#003
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続
け
る
毎
日
。
心
や
身
体
と
向
き
合
う
余
裕

も
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
高

校
1
年
か
ら
は
道
場
の
準
指
導
員
も
務
め
る

よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
を
指
導
す
る
う
ち
、「
子
ど
も
に

は
実
演
、
大
人
に
は
言
葉
で
伝
え
る
」
と
相

手
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
重
ね
、
自
分
な
り
の

指
導
法
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

「
指
導
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
テ
コ
ン
ド
ー

を
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

勝
ち
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
心
と
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

や
っ
て
い
く
。
前
向
き
な
気
持
ち
で
テ
コ
ン

ド
ー
を
心
か
ら
楽
し
む
。
先
生
や
仲
間
と
励

む
時
間
や
、
支
え
合
う
中
で
生
ま
れ
る
笑
顔

─
─
そ
う
い
う
瞬
間
を
大
切
に
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

 “
人
に
寄
り
添
い
た
い
”

そ
の
想
い
が
、
将
来
へ
の
志
に

そ
う
し
た
時
間
を
重
ね
る
う
ち
、
木
村
さ

ん
に
自
然
と
芽
生
え
た
の
が
、〝
人
に
寄
り

添
い
た
い
〟
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

「
振
り
返
れ
ば
、
昔
か
ら
誰
か
を
支
え
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
試
合
中
も

仲
間
へ
の
声
か
け
や
心
の
ケ
ア
を
自
然
と
意

識
し
て
い
て
、
そ
ん
な
姿
を
見
た
高
校
の
先

生
が
『
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
に
向
い
て
い

る
か
も
』
と
言
っ
て
く
れ
て
。
そ
こ
か
ら
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
道
を
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
資
格
取
得
に
必
要
な
こ
と
が

学
べ
る
流
経
大
に
入
り
ま
し
た
」。

さ
ら
に
、
障
が
い
者
向
け
の
テ
コ
ン
ド
ー

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
テ
コ

ン
ド
ー
を
通
じ
て
社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う

思
い
が
強
ま
り
、「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
」
の
資
格
取
得
も
目
指
す
よ
う
に
。

「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
中
で
、
テ
コ
ン

ド
ー
は
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
挑
戦

す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
テ
コ
ン
ド
ー
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
場
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

道
着
を
着
る
と
、

ス
イ
ッ
チ
が
入
る

２
度
目
の

世
界
選
手
権
出
場
へ

木
村
さ
ん
が
現
在
注
力

し
て
い
る
の
は
、
今
年
10

月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
る
世
界
大
会
へ
の
準
備

で
す
。「
２
度
目
の
今
回
は

組
手
種
目
で
の
出
場
。し
っ

か
り
練
習
し
て
勝
ち
に
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

意
気
込
み
ま
す
。

「
道
着
を
着
る
と
ス
イ
ッ

チ
が
入
る
と
い
う
か
、
気

持
ち
が
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る

ん
で
す
。
授
業
で
は
発
表

の
と
き
な
ど
す
ご
く
緊
張
す
る
の
に
、
道
着

を
着
て
い
る
と
き
は
堂
々
と
し
て
い
ら
れ

る
。
指
導
し
て
い
る
と
き
も
全
然
緊
張
し
な

い
し
、
試
合
で
コ
ー
ト
に
立
つ
と
気
持
ち
が

燃
え
上
が
る
。
だ
か
ら
、
テ
コ
ン
ド
ー
を
し

て
い
る
自
分
が
〝
本
当
の
自
分
〟
っ
て
思
え

る
ん
で
す
よ
ね
」。

自
分
ら
し
さ
を
武
器
に
、
再
び
世
界
の
舞

台
へ
。
道
着
を
ま
と
う
た
び
、
本
当
の
自
分

に
立
ち
返
る
木
村
さ
ん
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
だ

け
ど
ひ
た
む
き
に
、
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で

い
ま
す
。

普段着の木村さんは、はにかんだ笑顔が印象的

学 生 ピ ッ ク ア ッ プ

PICK UPPICK UP
STUDENTSSTUDENTS

「
道
着
を
ま
と
う
と
、私
は
強
く
な
れ
る
」

自
分
ら
し
さ
を
武
器
に
、世
界
の
舞
台
へ

vol.08

スポーツ健康科学部 
スポーツ健康科学科 2年

木
き む ら

村 奏
かなで

さん

一
瞬
で
心
奪
わ
れ
た
テ
コ
ン
ド
ー

小
さ
な
一
歩
か
ら
、世
界
の
舞
台
へ　
　

木
村
さ
ん
と
テ
コ
ン
ド
ー
と
の
出
会
い
は

小
学
1
年
生
の
と
き
。
両
親
の
す
す
め
で
体

験
教
室
に
参
加
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
蹴
り
や

型
の
美
し
さ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
そ
う
。

「
格
闘
技
っ
て
〝
相
手
を
倒
す
〟
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
が
、
テ
コ
ン
ド
ー
は
ポ
イ
ン
ト

制
な
の
で
攻
撃
し
た
ら
す
ぐ
手
足
を
引
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
し
、
相
手
に
ケ
ガ
を
さ
せ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
礼
儀
や
相
手
へ
の
リ
ス

ペ
ク
ト
も
重
視
さ
れ
ま
す
。
華
麗
な
技
と
と

も
に
、
そ
う
し
た
精
神
、
奥
深
さ
に
子
ど
も

な
が
ら
に
惹
か
れ
ま
し
た
」。

最
初
は
な
か
な
か
勝
て
ず
悔
し
い
思
い
も

し
ま
し
た
が
、
努
力
を
重
ね
る
う
ち
徐
々
に

技
術
が
身
に
つ
き
、
小
学
3
年
で
初
入
賞
。

そ
こ
か
ら
実
力
が
開
花
し
、
表
彰
台
の
常
連

に
。
高
校
3
年
で
は
、
型
と
組
手
の
両
方
で

世
界
選
手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。

「
週
末
は
朝
か
ら
晩
ま
で
テ
コ
ン
ド
ー
漬

け
。
練
習
は
過
酷
で
し
た
が
、
国
や
言
葉
の

壁
を
越
え
て
世
界
中
の
選
手
と
つ
な
が
れ
た

経
験
は
何
に
も
代
え
が
た
い
宝
物
で
す
」。

指
導
す
る
こ
と
で
見
え
て
き
た
、

 “
自
分
ら
し
い
”テ
コ
ン
ド
ー

中
学
・
高
校
時
代
は
「
休
ん
だ
ら
負
け
」

と
自
分
を
追
い
込
み
、
つ
ね
に
全
力
で
走
り

道着をまとうと凛 し々くなるのは子ども
の頃から

2006年、茨城県生まれ。9歳での初入賞
を皮切りに、国内外で数々のタイトルを獲
得。10月開催の「ITFテコンドー世界選手
権大会」への出場を控える。

韓国発祥の格闘技で、全身を
使ったスピーディーな動作と多
彩な足技が特徴の護身術。「跆

（テ）拳（コン）道（ドー）」は、蹴
る・突く・精 神 修 養を意 味し、
1,200種の足技と2,000種の
手技で構成されます。木村さん
が修練するのは伝統派のITF
スタイルで、型の正確性や美し
さを競う「トゥル（型）」や実戦形
式の「マッソギ（組手）」などの
種目があります。ポイント制で相
手を傷つけない攻撃が重視さ
れ、礼儀や精神性も評価の対
象とされます。

テコンドーとは

凜とした美しさが際立つ木村さんの型。組手での出場も含め、
13年のキャリアで優勝30回（入賞91回）の華 し々い成績
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子
ど
も
の
頃
親
し
ん
だ
『
ド
ラ
え
も

ん
』
で
日
本
に
憧
れ
て
い
た
と
い
う

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
ラ
ン
さ
ん
。

2
0
1
9
年
に
来
日
し
、
日
本
語
学
校

を
経
て
東
京
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

に
入
学
。
国
際
貿
易
を
学
ぶ
中
で
「
物

流
の
知
識
を
深
め
た
い
」
と
の
思
い
が

芽
生
え
、
流
通
経
済
大
学
へ
進
学
し
ま

し
た
。

物
流
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
、

専
門
学
校
時
代
に
2
年
間
働
い
た
ア
マ

ゾ
ン
物
流
倉
庫
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
。
倉

庫
内
の
精
緻
な
シ
ス
テ
ム
に
触
れ
、「
物

流
は
社
会
全
体
を
支
え
る
根
幹
」
だ
と

実
感
し
た
そ
う
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
背
後
に
は
多
く
の
人
の
努
力

が
あ
る
。
物
流
は
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場

面
を
支
え
て
い
る
ん
で
す
」
と
力
を
込

め
て
語
り
ま
す
。

現
在
は
流
通
情
報
学
科
で
、「
消
費
者

物
流
論
」に
関
心
を
も
ち
、〝
2
0
2
4

年
問
題
〟
や
人
手
不
足
、
労
働
環
境
に

つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
て
勉
強
中
で
す
。

「
授
業
で
学
ん
で
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
、宅
配
は
必
ず
〝
置

き
配
〟で
す
」。

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

今
で
き
る
こ
と
を
全
力
で

学
業
だ
け
で
な
く
課
外
活
動
に
も
積

極
的
な
ラ
ン
さ
ん
。
松
戸
市
の
「
国
際

文
化
大
使
」
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ベ
ト
ナ
ム
の
魅
力
を
発
信
、

ま
た
、
留
学
生
団
体
の
活
動
で
は
ダ
ン

ス
や
文
化
紹
介
、
語
学
教
室
の
開
催
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
現
在
は
ユ
ニ
セ
フ
で
募
金
活

動
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
。
自
身
が
発
展
の

遅
れ
た
地
域
で
育
っ
た
経
験
か
ら
、「
将

来
の
子
ど
も
た
ち
が
困
ら
な
い
社
会
を

つ
く
り
た
い
」
と
い
う
想
い
を
も
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
社
会
に
出
て
い
く
存
在
と
し
て
、
社

会
的
責
任
が
あ
り
ま
す
。
日
本
、
ベ
ト

ナ
ム
、
そ
し
て
世
界
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
し
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

ま
す
。

昨
年
は
学
内
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
も
日
本
語
で
挑
戦
。「
多
く
の
人
の

前
で
話
す
の
が
苦
手
だ
っ
た
か
ら
、
克

服
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
思
っ
た
ん
で

す
。
本
番
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
自
分

の
思
い
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
た
瞬
間
、

力
が
み
な
ぎ
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
」。
こ
の
経
験
は
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
り
、今
で
は
イ
ベ
ン
ト
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
も
増
え
た

そ
う
。

将
来
は
日
本
の
物
流
企
業
で
研
究
職

に
就
き
、
業
界
の
課
題
改
善
に
貢
献
す

る
の
が
夢
。
大
学
院
進
学
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
10
年
後
、
20
年
後
の
未
来
を

ま
っ
す
ぐ
見
据
え
て
い
ま
す
。「
日
本
留

学
も
、
流
通
経
済
大
学
も
、
ど
ち
ら
も

第
一
志
望
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
〝
第

一
希
望
〟
の
道
を
、
自
分
の
意
志
で
進

ん
で
い
き
た
い
で
す
」。

留学生ピックアップ
PICK UP  PICK UP  INTERNATIONAL INTERNATIONAL STUDENTSSTUDENTS

日
本
で
知
っ
た「
物
流
」の
深
さ

 部活・サークル紹介

　朝 6 時半、龍ケ崎キャンパスの温水プールに響く水しぶきと呼吸の音

―。スイム・バイク・ランの3 種目を通じて心と身体の限界に挑む、ト

ライアスロン競技部の1日が、静かに始まります。

　 2024年U23スプリントトライアスロン日本選手権で優勝を果たした男

子キャプテンの定塚利心さん、女子キャプテンの平泉真心さんを筆頭に、

数々の大会で入賞経験をもつ実力派の7名が在籍。本学出身で元オリン

ピック日本代表の田山寛豪先生のもと、インカレ優勝、そして'28ロサン

ゼルス五輪出場を目指し、週6日、1日4〜6時間の厳しい練習に全力で取

り組んでいます。

　部活中は各々真剣な表情で己と向き合う一方、練習を終えた後にはみ

んな自然と笑顔がこぼれ、和気藹 と々した雰囲気に。トライアスロンの技

術だけでなく、礼儀や思いやり、人としての強さ、優しさも育む―そん

な田山先生の指導方針が、部の空気そのものに反映されているようです。

vol.06 トライアスロン競技部

Instagram：@rku_triathlon
◀インスタグラム

サークル情報

練習時間 月曜除く毎日 朝6時半〜午後まで
※終了時間は日による

スポーツ健康センター 温水プール
および龍ケ崎キャンパス周辺
7名

部員は家族のような存在。部員は家族のような存在。
互いに励まし合いながら互いに励まし合いながら

切磋琢磨できるのがこの部の魅力です！切磋琢磨できるのがこの部の魅力です！

学びも課外活動も全力で挑戦！
目指すは物流のプロフェッショナル

Đào Thị  Lan from
 Vietnam

練習場所

所属人数

松戸市国際交流パーティーにて踊りを披露

新松戸チャリティーフリーマーケットにベトナム留学生サークルで出店

新松戸商店会連合会と大学が協業した ｢新松戸まちゼミ｣で講師を務めた

流通情報学部
流通情報学科 3年 

ダオ・ティ・ランさん

ベトナム出身
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各記事のQRコードからも詳細をご覧いただけます。

▶

最新TOPICSは大学公式HPで随時更新中！

流通情報学部・学部長の矢野裕児教授が
NHK名古屋「東海ドまんなか！」（'24年11月
放送）およびNHK大阪「かんさい熱視線」

（'25年3月放送）にスタジオ生出演。｢物流
2024年問題｣ の影響や、運送事業者の実
態などについて解説しました。

矢野教授がNHKの番組に生出演
'2411月・
'25 3月

朝日新聞朝刊「耕論」に、共創社会学部の
福井一喜准教授のインタビュー記事が掲載
されました。観光立国の問題点、その背景
にある資本主義や政治に関する論点を指摘
するこの記事は、11月14日の朝日新聞アクセ
スランキングで第2位になるなど、
多くの方に読まれ、賛同・支持の
声が多く集まりました。

朝日新聞に福井准教授のインタビュー掲載'2411/14

龍ケ崎市と推進する｢龍・流連携事業」の一つ｢市内小中学校学
生派遣｣ の一環で、スポーツ健康科学部の学生4人が龍ケ崎市
立長山小学校4年生の体育の授業をサポートしました。学生にとっ
ても学びを実践できる貴重な学習機会であるこの取り組みは、東
京新聞やラッキー FM（茨城放送）でも取り上げられました。

「龍・流連携」で小学校の体育授業をサポート'253月

｢ジェンダー平等｣について“法律”の観点から考えるシンポジウム
を新松戸で開催、猛暑の中200名を超える来場がありました。
法学部の田中雅子准教授と阿部優子准教授、さらに卒業生の
堂込麻紀子参議院議員と客員講師の捧愛弁護士も登壇し、国
会や法曹界でのジェンダー平等の実現に向けた課題と展望など
について講演。パネルディスカッションも行いました。

シンポジウム「これからのジェンダー平等と法」'247/30

キャンパスがある千葉県松戸市から、本学のベトナム人留学生6
名が、「第27期まつど国際文化大使」を委嘱されました。市内で
開催される国際理解促進のためのイベント等で自国
の文化などを紹介する役割を担います。

【これまでの活動】
• 10月：小金原団地の秋まつりで伝統衣装の
　アオザイに身を包み踊りや歌を披露
• 12月：松戸市国際交流パーティーで
　ベトナムの伝統舞踊を披露
• 5月：松戸市の岩瀬ときめきクラブの
　食事会で伝統舞踊を披露

ベトナム人留学生が「まつど国際文化大使」に'249/1

新松戸・龍ケ崎それぞれの自治体と連携して、地域の方を対象とし
た市民大学講座を開催しました。｢初めて知る情報や知見を得られ
た｣など、いずれの講座も来場者に好評を博しました。

【講座テーマ】
• 9月新松戸：

• 9月龍ケ崎：
• 2月新松戸：

• 3月龍ケ崎：

法学部 塚田桂祐教授 ｢わたしたちの防災～危機
への対応を東日本大震災から考える～｣
法学部 宮平真弥教授｢日本の国防と沖縄の軍事基地｣
共創社会学部 龍崎 孝教授、西田善行准教授 ｢地
域の「発見」の仕方－大学的ちばらきガイド－｣
流通情報学部 大島弘明教授 ｢持続可能な物流の
実現～2024年問題の現在・過去・未来～｣ ／小川
健一朗准教授 ｢人工知能から見た人間と現代社会
～言葉を扱う人工知能が我 に々教えてくれること～｣

春・秋学期市民大学講座
'249月
'252・3月

創立60周年の今年、「学校法人日通学園」から「学校法人流通
経済大学」に名称変更しました。学園の明るい未来に向け、改革
リスタートの起点とし、高度情報化、多様化、グローバル化した
社会のニーズに応える有為な人材の輩出に注力していきます。

学校法人名称変更'254/1

千葉県聴覚障者協会の協力で聴覚障がい者の学びをサポート
する ｢ノートテイカー｣ の講習会を新松
戸で開催しました。当日は40名の学生・
教職員が参加し、聴覚障がいの実態
を学ぶ講話とノートテイク
の手法を学ぶ実技に真剣
に耳を傾けました。

ノートテイカー講習会'249/26

茨城県議会で「公共交通及び物流に関する学生との意見交
換」が行われ、坂野ゼミから諏訪湧也さんと飯田健太郎さんが
登壇し発表しました。自動運転やドローンを活用した効率的な
物流の実現についてや、幼い頃から公共交通に親しむ機会を
増やし、利用促進につなげる取り組みについて提案。多くの議
員や県職員の方々からフィードバックをいただき、さらに学びを
深める機会となりました。

法学部生が茨城県議会で発表'249/27

学生と障がいがあるアーティスト、そして地域住民が〝で
あう〟〝つながる〟場を創出する｢であうアート展｣。2024
年は、埼玉県川口市の「工房集」に所属するアーティス
トの作品などが飾られ、期間中の来場者数は累計1,600
人を超えました。最終日となった11月24日には、スペシャ
ルイベント「であう広場」を新松戸で開催。企画・運営に
携わった学生たちは大きな成果を実感していました。

であうアート展2024'2410・11月

箱根駅伝本戦出場を目指す陸上競技部駅伝
チーム。10月の予選会では出場権獲得に至り
ませんでしたが、総合15位と過去最高位を記
録しました。また、スポーツ健康科学部 4年（当
時）の森川蒼太選手が関東学生連合チームの
メンバー入りを果たし、新松戸幼稚園や新松戸
駅のみなさんからも温かい応援を受け、“花の2
区”と呼ばれる往路の大舞台を激走しました。

箱根駅伝への道のり'2410月〜
'251月

龍ケ崎市近隣に住む発達障がい児と保護者を対象に、様々な
スポーツで身体を動かし、子どもたちの個性を見つけて伸ばそう
という「デイキャンプ」を実施しました。子どもたちが学生と共に、
プールでのアクアスロンや自由な身体表現に挑戦する一方、保
護者の方はレゴを使って ｢思い｣ の可視化に挑戦。参加者全員
に笑顔が溢れる1日となりました。

わくわくデイキャンプ'2411/30

多様性の推進に全学で取り組む ｢ダイバーシティウィーク｣ を2024年
度も開催。新松戸でVRを用いた留学生向け防災セミナー、龍ケ
崎でパラスポーツの体験会を実施したほか、障がいや人種差別に
関する書籍・アート・映画を多く紹介し、上映会にはたく
さんの学生が参加しました。学生、教職員共に“当た
り前”の中にある課題を見つけ出す1週間となりました。

ダイバーシティウィーク2024'2411/25〜30

ウィンターコンサート2024'2412/22

毎年恒例の吹奏楽部によるウィンターコンサートが新松戸で開催
されました。中央学院大学吹奏楽団とのコラボが実現した今回
は、コントラバスやチューバの音色も加わり、金管楽器の迫力もアッ
プして、少人数編成では難しい楽
曲にも挑戦！300人超の来場者を
迎えた会場は、終始な
ごやかな温かい空気に
包まれました。

WTCSに学生3人が日本代表として出場'255/17

横浜で行われた2025WTCS（ワールドトライアスロンチャンピオンシッ
プシリーズ）に流経大生3人が日本代表として出場を果たしました。
WTCSは世界を転戦しながらポイントを
獲得し、年間のチャンピオンを決定する
シリーズ戦で、オリンピックにつながる世
界最高峰の大会です。
写真左から大島拓人選手、
平泉真心選手、定塚利心選手

入学や就職で生活環境が変わる４月は ｢若年層の性暴力被害予
防月間」と定められています。これに合わせて千葉県警が新松
戸キャンパスで防犯キャンペーンを実施、防犯ボランティアサークル

「M.A.P.S.｣ も参加して在学生や地域の方に被害防止を呼びかけま
した。キャンパス正面では多くの人々が足をとめ、耳を傾けていました。

若年層の性暴力被害予防キャンペーン'254/16
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●2016年、新松戸キャンパスに 2号館が誕生した。完成当初、校舎
は静けさに包まれていた。授業が終わると、学生たちは足早に１号館
に戻っていった。掲示物がほとんど貼られていない、ガラス張りの建物
からは、どこか冷たさが感じられた。
●それから9年。景色は見事に変わった。1階のロビーには学生たちが
集うようになり、快活な声が響き渡るようになった。併設されている体育
館も熱気に満ちている。2階にはダイバーシティ共創センターが設置さ

れ、学生生活をサポートする体制も整った。いまでは、色鮮やかなポス
ターや創作物が、館内に多数展示されている。
●来年、2号館は竣工10周年を迎える。これからもその姿を少しずつ
変えていってくれることだろう。本学が創立70周年を迎える2035年に
は、果たしてどのような校舎になっているのだろうか。そしてそこで学生
たちは、何を語り合っているのだろうか。いまからその未来が楽しみだ。

編集後記

新任教員紹介 2025年度に新たに赴任した教員を紹介します。

一
い ち

ノ
の

渡
わたり

忠
た だ ゆ き

之  経済学部 准教授

●学歴
明治大学大学院商学研究科博士後期課程修了

●学位
博士（商学）明治大学

●職歴
公益財団法人国際金融情報センター 特別研究員／
公立小松大学国際文化交流学部 准教授

［担当科目］　国際経済論

那
な す の

須野育
い く ひ ろ

大  共創社会学部 准教授

●学歴
中央大学大学院総合政策研究科総合政策専攻博士後期課程
修了

●学位
博士（総合政策）中央大学

●職歴
富山高等専門学校国際ビジネス学科 講師・准教授／
大阪産業大学経営学部経営学科 准教授

［担当科目］　観光産業論

陳
ち ん

 予
よ せ ん

茜  共創社会学部 助教

●学歴
明治大学大学院情報コミュニケーション研究科博士後期課程
修了

●学位
博士（情報コミュニケーション学）明治大学

●職歴
明治大学情報コミュニケーション学部 兼任講師

［担当科目］　地域社会学

田
た し ろ

代 嶺
りょう

  共創社会学部 助教

●学歴
学習院大学大学院人文科学研究科哲学専攻博士後期課程
単位取得退学

●学位
博士（哲学）学習院大学

●職歴
学習院大学文学部哲学科 非常勤講師／
流通経済大学共創社会学部 非常勤講師

［担当科目］　哲学、社会倫理学、リベラルアーツ演習

栗
く り た

田佳
よ し や す

泰  法学部 教授

●学歴
九州大学大学院法学府公法・社会法学専攻博士後期課程修了

●学位
博士（学術）九州大学

●職歴
新潟大学法学部 教授

［担当科目］　憲法

石
い し か わ

川茉
ま り

莉  法学部 助教

●学歴
東京大学法学政治学研究科総合法政（労働法）専攻博士課程
単位取得退学

●学位
法務博士（専門職）東京大学

●職歴
武蔵大学経済学部 非常勤講師／
公益財団法人連合総合生活開発研究所（連合総研）研究員

［担当科目］　労働法、社会保障法

荒
あ ら か わ

川オクサナ  共創社会学部 助教

●学歴
神田外語大学大学院言語科学研究科日本語学専攻修士課程
修了

●学位
修士（文学）神田外語大学

●職歴
モスクワ市立教育大学 専任講師等／
流通経済大学経済学部 非常勤講師

［担当科目］　英語

山
や ま さ き

崎和
か ず ひ さ

久  経済学部 准教授

●学歴
岐阜大学大学院連合農学研究科生物環境科学専攻修了

●学位
博士（農学）岐阜大学

●職歴
国立科学博物館動物研究部 協力研究員／東京農工大学農
学府・農学部 特任准教授

［担当科目］　生態学、生命科学、リベラルアーツ演習

岡
お か も と

本鉄
て っ ぺ い

兵  流通情報学部 准教授

●学歴
東京電機大学大学院理工学研究科システム工学専攻修了

●学位

博士（情報学）東京電機大学

●職歴
旭光学工業株式会社／リコーイメージング株式会社

［担当科目］　情報化社会における職業と倫理、ヒューマンイン
ターフェイス論、WEBデザイン演習、マルチメディア・コンテンツ
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山
や ま な か

中 梓
あずさ

  教育学習支援センター専任所員（講師）

●学歴
●学位
●職歴

加
か と う

藤晴
は る か

香  教育学習支援センター専任所員（講師）

●学歴
●学位
●職歴

東北大学大学院文学研究科博士課程後期３年の課程／日本学専攻日本語学専攻分野修了
博士（文学）東北大学
尚絅学院大学 非常勤講師など

筑波大学人間総合科学学術院障害科学学位プログラム博士前期課程修了
修士（障害科学）筑波大学
茨城県取手市教育委員会指導課就学相談 相談員など


